
(57)【要約】

　　【課題】　被連結部材に傷を付けることなく、強い

保持力で保持することができると共に、再組み付けを容

易にする。

　　【解決手段】　すり割り付き駒１は、円周方向に等

間隔に設けられた複数のすり割り溝１ｄを有して一体に

構成され、すり割り溝１ｄの１つ（１ｄ１）だけは、完

全に切り離されている。レバー１１を反時計方向に押し

て、吐出パイプ２０を挿入穴１９に挿入し、レバー１１

から手を離すと、スプリング８の付勢力によって押し管

４が挿入側に移動し、押し管４が受け部材６を介してす

り割り付き駒１を押圧する。すると、すり割り付き駒１

のテーパ面１ｂがロックリング５のテーパ面５ｂと当接

し、すり割り付き駒１が内周方向に撓むことで、すり割

り付き駒１の内周面１ａが吐出パイプ２０の外周面を面

接触状態で把持する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 連 結 さ れ る べ き 被 連 結 部 材 を 挿 入 穴 に 挿 入 し ロ ッ ク す る カ プ ラ に お い て 、
　 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に 沿 う 複 数 の す り 割 り 溝 、 前 記 挿 入 穴 の 一 部 を 成 す 内 周 面 、 及 び 外
径 方 向 を 向 い た テ ー パ 面 を 有 し て 一 体 に 構 成 さ れ た ロ ッ ク 部 材 と 、
　 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能 に さ れ 、 当 該 カ プ ラ の 所 定 軸 方 向 に 移 動 す る こ と
で 前 記 ロ ッ ク 部 材 を 押 圧 す る 押 圧 部 材 と 、
　 前 記 押 圧 部 材 を 前 記 所 定 軸 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 と 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 外 周 側 に 配 さ れ 、 前 記 押 圧 部 材 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 押 圧 さ れ た と
き に 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 前 記 テ ー パ 面 に 対 向 摺 接 す る テ ー パ 面 を 有 す る 外 側 固 定 部 材 と を 有
し 、
　 前 記 付 勢 手 段 の 付 勢 力 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 前 記 テ ー パ 面 と 前 記 外 側 固 定 部 材 の 前 記
テ ー パ 面 と が 摺 接 し て 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 内 径 方 向 に 撓 む こ と で 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 前 記
内 周 面 に よ り 前 記 被 連 結 部 材 が 面 接 触 状 態 で 把 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る カ プ ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 前 記 複 数 の す り 割 り 溝 の う ち １ つ の み が 、 該 ロ ッ ク 部 材 の 軸 方 向 全 長
に 亘 っ て 形 成 さ れ て 完 全 に 切 り 離 さ れ て お り 、 そ の 他 の す り 割 り 溝 は 止 ま り 溝 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の カ プ ラ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 付 勢 手 段 の 付 勢 力 に 抗 し て 前 記 押 圧 部 材 を 前 記 所 定 軸 方 向 と は 反 対 の 方 向 に 移 動 さ
せ る 移 動 手 段 と 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 と 前 記 押 圧 部 材 と の 間 に 介 装 さ れ 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に
沿 っ て 移 動 可 能 に さ れ た リ ン グ 部 材 と 、 前 記 押 圧 部 材 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 所 定 軸
方 向 に 押 圧 さ れ 且 つ 前 記 ロ ッ ク 部 材 に よ り 前 記 被 連 結 部 材 が 把 持 さ れ た 状 態 に お い て 前 記
リ ン グ 部 材 の 前 記 所 定 軸 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 規 制 手 段 と を 有 し 、 前 記 リ ン グ 部 材 は 、
当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に お け る 前 記 押 圧 部 材 側 に 第 １ 面 を 有 し 、 前 記 押 圧 部 材 は 、 当 該 カ プ
ラ の 軸 方 向 に お け る 前 記 リ ン グ 部 材 側 に 、 前 記 第 １ 面 に 対 峙 す る 第 ２ 面 を 有 し 、 前 記 第 １
面 及 び 前 記 第 ２ 面 の 少 な く と も 一 方 の 面 を 、 内 径 方 向 を 向 い た テ ー パ 面 で 構 成 し て 、 当 該
カ プ ラ の 軸 方 向 に お け る 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と の 間 に 、 自 由 状 態 で 前 記 被 連 結 部 材 の
外 径 と 略 等 し い か ま た は 該 外 径 よ り 大 き い Ｏ リ ン グ を 配 設 し 、 前 記 押 圧 部 材 が 前 記 所 定 軸
方 向 に 移 動 す る の に 伴 い 、 前 記 押 圧 部 材 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 所 定 軸 方 向 に 押 圧 さ
れ る と 共 に 、 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と が 接 近 す る こ と で 、 前 記 Ｏ リ ン グ が 前 記 第 １ 面 と
前 記 第 ２ 面 と に 挟 ま れ 内 径 方 向 に 押 圧 さ れ て 、 該 Ｏ リ ン グ が 前 記 被 連 結 部 材 に 密 着 す る よ
う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の カ プ ラ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア 漏 れ 試 験 等 に 用 い ら れ 、 特 に 検 査 対 象 に 接 続 さ れ る パ イ プ 等 の 被 連 結 部
材 を 連 結 す る の に 好 適 な カ プ ラ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば コ ン プ レ ッ サ 等 の エ ア 漏 れ 試 験 等 に 用 い ら れ 、 例 え ば コ ン プ レ ッ サ 等 の 検
査 対 象 が 有 す る 吐 出 パ イ プ 等 の 被 連 結 部 材 と リ ー ク テ ス タ 等 の 検 査 装 置 の パ イ プ と を 気 密
性 を 保 っ て 連 結 す る た め の カ プ ラ が 知 ら れ て い る 。 こ の 種 の カ プ ラ は 、 一 般 に 、 被 連 結 部
材 が 挿 入 さ れ る 挿 入 穴 を 有 し 、 検 査 対 象 の 被 連 結 部 材 を こ の 挿 入 穴 に 挿 入 し て ロ ッ ク す る
こ と に よ り 、 検 査 装 置 と 気 密 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ の カ プ ラ は 、 ２ 分 割 し た 割 り 子 を 、 ロ ッ ク リ ン グ の テ ー パ 面 に
よ っ て 内 径 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 被 連 結 部 材 で あ る パ イ プ を 割 り 子 に よ っ て ロ ッ ク す
る よ う に し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 市 販 さ れ て い る カ プ ラ の 中 に は 、 被 連 結 部 材 で あ る パ イ プ の 表 面 に 金 属 片 の 端 部
を 当 て て 、 パ イ プ に 引 っ か か り を 付 け て 、 気 体 封 入 時 に お け る パ イ プ の 抜 け を 防 ぐ よ う に
し た も の も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ９ ９ ９ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の カ プ ラ は 、 ２ 分 割 し た 割 り 子 で 被 連 結 部 材 を ロ ッ ク す
る の で 、 被 連 結 部 材 と の 接 触 面 積 が 大 き く な く 、 被 連 結 部 材 の 保 持 力 を 十 分 に 確 保 す る 観
点 か ら は 改 善 の 余 地 が あ っ た 。 ま た 、 割 り 子 が ２ 分 割 で あ る の で 、 例 え ば 、 内 装 さ れ た Ｏ
リ ン グ 等 の シ ー ル 部 材 を 交 換 す る 際 、 割 り 子 が 脱 落 し や す く 、 交 換 作 業 や 再 組 み 付 け 作 業
が 行 い に く い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 上 記 市 販 さ れ て い る カ プ ラ に お い て は 、 被 連 結 部 材 の 表 面 に 金 属 片 が 当 た る の で
、 被 連 結 部 材 の 表 面 に 傷 が 付 き 、 被 連 結 部 材 の 強 度 や 見 た 目 の 観 点 か ら も 好 ま し く な い と
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に は 、 上 記 い ず れ の カ プ ラ に お い て も 、 被 連 結 部 材 の 外 周 に 位 置 し て 気 密 保 持 す る
た め の Ｏ リ ン グ は 、 通 常 、 被 連 結 部 材 の 外 径 よ り や や 小 径 に 構 成 さ れ る の で 、 被 連 結 部 材
の 挿 入 時 等 に 被 連 結 部 材 の 端 面 等 と Ｏ リ ン グ と が こ す れ 、 こ れ に よ り Ｏ リ ン グ の 表 面 が 摩
耗 し て 劣 化 し や す い と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 技 術 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 被 連
結 部 材 に 傷 を 付 け る こ と な く 、 強 い 保 持 力 で 保 持 す る こ と が で き る と 共 に 、 再 組 み 付 け を
容 易 に す る こ と が で き る カ プ ラ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 請 求 項 １ の カ プ ラ は 、 連 結 さ れ る べ き 被 連 結 部 材 （
２ ０ ） を 挿 入 穴 （ １ ９ ） に 挿 入 し ロ ッ ク す る カ プ ラ に お い て 、 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に 沿 う
複 数 の す り 割 り 溝 （ １ ｄ ） 、 前 記 挿 入 穴 の 一 部 を 成 す 内 周 面 （ １ ａ ） 、 及 び 外 径 方 向 を 向
い た テ ー パ 面 （ １ ｂ ） を 有 し て 一 体 に 構 成 さ れ た ロ ッ ク 部 材 （ １ ） と 、 当 該 カ プ ラ の 軸 方
向 に 沿 っ て 移 動 可 能 に さ れ 、 当 該 カ プ ラ の 所 定 軸 方 向 に 移 動 す る こ と で 前 記 ロ ッ ク 部 材 を
押 圧 す る 押 圧 部 材 （ ４ ） と 、 前 記 押 圧 部 材 を 前 記 所 定 軸 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 （ ８ ） と
、 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 外 周 側 に 配 さ れ 、 前 記 押 圧 部 材 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 押 圧 さ れ た と
き に 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 前 記 テ ー パ 面 に 対 向 摺 接 す る テ ー パ 面 （ ５ ｂ ） を 有 す る 外 側 固 定 部
材 （ ５ ） と を 有 し 、 前 記 付 勢 手 段 の 付 勢 力 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 前 記 テ ー パ 面 と 前 記 外
側 固 定 部 材 の 前 記 テ ー パ 面 と が 摺 接 し て 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 内 径 方 向 に 撓 む こ と で 、 前 記
ロ ッ ク 部 材 の 前 記 内 周 面 に よ り 前 記 被 連 結 部 材 が 面 接 触 状 態 で 把 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ロ ッ ク 部 材 の 内 周 面 全 体 が 面 接 触 状 態 で 被 連 結 部 材 を 把 持 す る の で
、 保 持 力 が 強 い 。 ま た 、 ロ ッ ク 部 材 が 一 体 で あ る の で 、 分 割 タ イ プ の よ う に 、 Ｏ リ ン グ 等
の シ ー ル 部 材 の 交 換 時 等 の 再 組 み 付 け 時 に ロ ッ ク 部 材 が 脱 落 し に く く 、 カ プ ラ の 再 組 み 付
け 作 業 が 行 い や す い 。 よ っ て 、 被 連 結 部 材 に 傷 を 付 け る こ と な く 、 強 い 保 持 力 で 保 持 す る
こ と が で き る と 共 に 、 再 組 み 付 け を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 前 記 複 数 の す り 割 り 溝 の う ち １ つ （ １ ｄ １ ） の み が 、 該
ロ ッ ク 部 材 の 軸 方 向 全 長 に 亘 っ て 形 成 さ れ て 完 全 に 切 り 離 さ れ て お り 、 そ の 他 の す り 割 り
溝 は 止 ま り 溝 で あ る （ 請 求 項 ２ ） 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ロ ッ ク 部 材 が 内 径 方 向 に 撓 む と き

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-125573 A 2006.5.18



、 止 ま り 溝 の 根 本 部 分 に お い て 歪 み が 生 じ に く く な り 、 繰 り 返 し に 強 く な っ て 耐 久 性 が 向
上 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 付 勢 手 段 の 付 勢 力 に 抗 し て 前 記 押 圧 部 材 を 前 記 所 定 軸 方 向 と は
反 対 の 方 向 に 移 動 さ せ る 移 動 手 段 （ １ １ ） と 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 と 前 記 押 圧 部 材 と の 間 に 介
装 さ れ 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能 に さ れ た リ ン グ 部 材 （ １ ４ ） と 、 前 記 押 圧 部
材 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 所 定 軸 方 向 に 押 圧 さ れ 且 つ 前 記 ロ ッ ク 部 材 に よ り 前 記 被 連
結 部 材 が 把 持 さ れ た 状 態 に お い て 前 記 リ ン グ 部 材 の 前 記 所 定 軸 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 規
制 手 段 （ １ 、 ５ 、 ６ ） と を 有 し 、 前 記 リ ン グ 部 材 は 、 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に お け る 前 記 押
圧 部 材 側 に 第 １ 面 （ １ ４ ｂ ） を 有 し 、 前 記 押 圧 部 材 は 、 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向 に お け る 前 記
リ ン グ 部 材 側 に 、 前 記 第 １ 面 に 対 峙 す る 第 ２ 面 （ ４ ｂ ） を 有 し 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２
面 の 少 な く と も 一 方 の 面 を 、 内 径 方 向 を 向 い た テ ー パ 面 で 構 成 し て 、 当 該 カ プ ラ の 軸 方 向
に お け る 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と の 間 に 、 自 由 状 態 で 前 記 被 連 結 部 材 の 外 径 と 略 等 し い
か ま た は 該 外 径 よ り 大 き い Ｏ リ ン グ （ １ ３ ） を 配 設 し 、 前 記 押 圧 部 材 が 前 記 所 定 軸 方 向 に
移 動 す る の に 伴 い 、 前 記 押 圧 部 材 に よ り 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 所 定 軸 方 向 に 押 圧 さ れ る と
共 に 、 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と が 接 近 す る こ と で 、 前 記 Ｏ リ ン グ が 前 記 第 １ 面 と 前 記 第
２ 面 と に 挟 ま れ 内 径 方 向 に 押 圧 さ れ て 、 該 Ｏ リ ン グ が 前 記 被 連 結 部 材 に 密 着 す る よ う に 構
成 さ れ る （ 請 求 項 ３ ） 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｏ リ ン グ は 、 自 由 状 態 で 被 連 結 部 材 の 外 径 と
略 等 し い か ま た は 該 外 径 よ り 大 き い の で 、 被 連 結 部 材 を 挿 脱 す る と き 、 被 連 結 部 材 の 端 面
等 が Ｏ リ ン グ と 強 く こ す れ る こ と が な い 。 そ の 一 方 、 被 連 結 部 材 の 保 持 時 に は Ｏ リ ン グ が
被 連 結 部 材 に 密 着 す る の で 、 気 密 性 は 確 保 さ れ る 。 よ っ て 、 気 密 性 を 確 保 し つ つ 、 被 連 結
部 材 を 挿 脱 す る こ と に よ る Ｏ リ ン グ の 摩 耗 ・ 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 上 記 括 弧 内 の 符 号 は 例 示 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 被 連 結 部 材 に 傷 を 付 け る こ と な く 、 強 い 保 持 力 で 保 持 す る こ と が で き
る と 共 に 、 再 組 み 付 け を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る カ プ ラ の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 こ の カ プ ラ
３ ０ は 、 挿 入 穴 １ ９ と 連 結 部 ２ １ と を 有 し 、 主 と し て 、 不 図 示 の コ ン プ レ ッ サ 等 の 検 査 対
象 に 接 続 さ れ る 吐 出 パ イ プ ２ ０ を 挿 入 穴 １ ９ に 挿 入 す る と 共 に 、 不 図 示 の 検 査 装 置 に 接 続
さ れ る パ イ プ を 連 結 部 ２ １ に 連 結 し 、 検 査 対 象 と 検 査 装 置 と を 気 密 に 接 続 す る た め の も の
で あ る 。 例 え ば 、 エ ア 漏 れ 試 験 等 に お い て こ の カ プ ラ ３ ０ を 用 い 、 気 密 性 を 保 持 し て 、 検
査 対 象 内 の 空 気 を 真 空 排 気 し た り 、 検 査 ガ ス を 封 入 し た り さ れ る 。 同 図 は 、 カ プ ラ ３ ０ の
挿 入 穴 １ ９ に 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ が 挿 入 さ れ ロ ッ ク さ れ た 状 態 （ 以 下 、 「 ロ ッ ク 状 態 」 と 称
す る ） を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 カ プ ラ ３ ０ は 、 ロ ッ ク リ ン グ ５ 及 び 外 筒 １ ０ 等 の 固 定 部 と 、 す り 割 り 付 き 駒 １ 、 駒 ガ イ
ド ３ 、 受 け 部 材 ６ 、 テ ー パ 付 き リ ン グ １ ４ 、 押 し 管 ４ 及 び 受 け ゴ ム ２ 等 の 可 動 部 と 、 こ れ
ら の 可 動 部 を 移 動 さ せ る た め の レ バ ー １ １ 及 び ス プ リ ン グ ８ 等 と か ら 主 に 構 成 さ れ る 。 こ
れ ら 各 構 成 要 素 は 、 レ バ ー １ １ を 除 き カ プ ラ ３ ０ の 中 心 軸 に 対 し て 同 軸 上 に 配 置 さ れ る 。
以 降 、 カ プ ラ ３ ０ の 同 図 左 方 を 「 挿 入 側 （ 所 定 軸 方 向 ） 」 、 同 図 右 方 を 「 検 査 装 置 側 」 と
呼 称 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ （ ａ ） は 、 ロ ッ ク 状 態 に お け る カ プ ラ ３ ０ の 挿 入 側 部 分 の 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。 同
図 （ ｂ ） は 、 す り 割 り 付 き 駒 １ の 斜 視 図 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 カ プ ラ ３ ０ に お い て 、 い ず れ も 円 筒 状 の ロ ッ ク リ ン グ ５ と 外 筒 １ ０
と が 、 ネ ジ 部 ２ １ で 螺 合 固 定 さ れ て い る 。 ロ ッ ク リ ン グ ５ の 挿 入 側 端 部 の 内 周 側 に は 、 検
査 装 置 側 に い く に つ れ て 拡 径 す る テ ー パ 面 ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 外 筒 １ ０ の 内 周 側 に は
、 ピ ス ト ン の 体 裁 を 有 す る 押 し 管 ４ が カ プ ラ ３ ０ の 軸 方 向 に 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ れ て い る 。
押 し 管 ４ の 中 心 部 に は 、 気 体 を 通 す た め の 通 し 穴 ９ が 全 長 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。 外 筒
１ ０ の 内 周 側 に お い て 、 押 し 管 ４ と の 間 に は ス プ リ ン グ ８ が 介 装 さ れ 、 ス プ リ ン グ ８ は 、
押 し 管 ４ を 挿 入 側 に 常 に 付 勢 し て い る 。 連 結 部 ２ １ は テ ー パ 状 の ネ ジ 部 で あ り 、 押 し 管 ４
の 基 部 １ ５ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 外 筒 １ ０ の 検 査 装 置 側 端 部 の 外 側 に は 、 一 対 の 軸 受 け プ レ ー ト １ ２ （ 図 １ で は 一
方 の み を 図 示 ） が 固 定 具 １ ７ 、 １ ８ で 固 定 さ れ て い る 。 レ バ ー １ １ は 、 軸 受 け プ レ ー ト １
２ に 対 し て 回 動 軸 １ ６ を 介 し て 同 図 時 計 及 び 反 時 計 方 向 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る
。 レ バ ー １ １ の 駆 動 部 １ １ ａ は 、 押 し 管 ４ の 基 部 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ に 当 接 し て い る 。 押
し 管 ４ が ス プ リ ン グ ８ に よ っ て 挿 入 側 に 付 勢 さ れ て い る こ と か ら 、 基 部 １ ５ も 駆 動 部 １ １
ａ を 挿 入 側 に 付 勢 し 、 従 っ て 、 カ プ ラ ３ ０ を 自 由 に し た 状 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う な ロ ッ
ク 状 態 を 含 む 非 挿 脱 状 態 （ 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 挿 脱 を 行 わ な い 状 態 ） に 保 た れ る 。 ス プ リ ン
グ ８ の 付 勢 力 に 抗 し て レ バ ー １ １ を 同 図 反 時 計 方 向 に 回 動 操 作 す る と 、 駆 動 部 １ １ ａ に よ
っ て 基 部 １ ５ が 検 査 装 置 側 に 駆 動 さ れ 、 ス プ リ ン グ ８ が 縮 む と 共 に 、 押 し 管 ４ が 検 査 装 置
側 に 移 動 す る 。 そ し て 、 レ バ ー １ １ の 操 作 を 解 除 す る と 、 ス プ リ ン グ ８ の 付 勢 力 に よ り 、
図 １ に 示 す 非 挿 脱 状 態 に 再 び 復 帰 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 押 し 管 ４ の 挿 入 側 部 分 に は 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 端 部 ２ ０ ａ を
受 け る 受 け ゴ ム ２ が 内 装 さ れ る 。 ま た 、 押 し 管 ４ に は 、 第 １ 内 周 面 ４ ａ と 、 第 １ 内 周 面 ４
ａ よ り 大 径 の 第 ２ 内 周 面 ４ ｃ と が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 第 １ 内 周 面 ４ ａ と 第 ２ 内 周 面 ４ ｃ と の
間 は 、 挿 入 側 に い く に つ れ て 拡 径 す る 内 径 方 向 を 向 い た テ ー パ 面 ４ ｂ と な っ て い る 。 テ ー
パ 付 き リ ン グ １ ４ は 、 押 し 管 ４ の 第 ２ 内 周 面 ４ ｃ の 内 側 に 、 カ プ ラ ３ ０ の 軸 方 向 に 摺 動 可
能 に 嵌 合 さ れ て い る 。 テ ー パ 付 き リ ン グ １ ４ の 検 査 装 置 側 の 端 面 は 、 検 査 装 置 側 に い く に
つ れ て 拡 径 し 、 押 し 管 ４ の テ ー パ 面 ４ ｂ に 対 峙 す る 内 径 方 向 を 向 い た テ ー パ 面 １ ４ ｂ と な
っ て い る 。 テ ー パ 面 ４ ｂ と テ ー パ 面 １ ４ ｂ と の 間 に は 、 Ｏ リ ン グ １ ３ が 介 装 さ れ て い る 。
Ｏ リ ン グ １ ３ は 、 自 由 状 態 に お い て 、 そ の 内 径 が 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 よ り も や や 大 き い
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 押 し 管 ４ の 挿 入 側 の 端 面 ４ ｄ と ロ ッ ク リ ン グ ５ の 挿 入 側 端 部 と の 間 に は 、 環 状 の 受 け 部
材 ６ が 介 装 さ れ 、 受 け 部 材 ６ の 内 周 側 に 、 駒 ガ イ ド ３ が 介 装 さ れ る 。 ま た 、 駒 ガ イ ド ３ を
外 周 か ら 覆 う よ う に 、 す り 割 り 付 き 駒 １ が 配 設 さ れ て い る 。 駒 ガ イ ド ３ は 、 す り 割 り 付 き
駒 １ を カ プ ラ ３ ０ の 軸 方 向 に 円 滑 に 移 動 さ せ る た め の ガ イ ド 機 能 を 果 た す 。 図 ２ （ ａ ） 、
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 す り 割 り 付 き 駒 １ の 挿 入 側 端 部 の 外 周 側 に は 、 検 査 装 置 側 に い く に
つ れ て 拡 径 す る テ ー パ 面 １ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 テ ー パ 面 １ ｂ は ロ ッ ク リ ン グ ５ の テ ー パ
面 ５ ｂ と 摺 接 可 能 に 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す り 割 り 付 き 駒 １ は 、 円 周 方 向 に 等 間 隔 に 設 け ら れ た 複 数 の す り 割 り 溝 １ ｄ （ １ ｄ １ ～
１ ｄ ４ ） を 有 し て 一 体 に 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち ３ 本 の す り 割 り 溝 １ ｄ ２ ～ １ ｄ ４ は 、
挿 入 側 端 部 か ら 検 査 装 置 側 端 部 の 途 中 ま で 形 成 さ れ る い わ ゆ る 止 ま り 溝 で あ る が 、 １ 本 の
す り 割 り 溝 １ ｄ １ だ け は 、 軸 方 向 全 長 に 亘 っ て 形 成 さ れ 、 完 全 に 切 り 離 さ れ て い る 。 こ こ
で 、 す り 割 り 付 き 駒 １ の 内 周 面 １ ａ 、 駒 ガ イ ド ３ の 内 周 面 ３ ａ 、 テ ー パ 付 き リ ン グ １ ４ の
内 周 面 １ ４ ａ 及 び 押 し 管 ４ の 第 １ 内 周 面 ４ ａ に よ り 、 上 記 挿 入 穴 １ ９ が 形 成 さ れ る が 、 実
質 的 に 吐 出 パ イ プ ２ ０ を 把 持 す る の は 、 す り 割 り 付 き 駒 １ の 内 周 面 １ ａ で あ る 。 割 り 付 き
駒 １ の 内 周 面 １ ａ は 、 自 由 状 態 に お い て は 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 よ り も や や 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 次 に 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 着 脱 時 の 動 作 を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 挿 脱 を 行
う 挿 脱 状 態 に お け る カ プ ラ ３ ０ の 挿 入 側 部 分 の 拡 大 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） に 対 応 し
て い る 。 ま ず 、 レ バ ー １ １ を 反 時 計 方 向 に 操 作 す る と 、 押 し 管 ４ が 検 査 装 置 側 に 移 動 し 、
す り 割 り 付 き 駒 １ 、 受 け 部 材 ６ 、 駒 ガ イ ド ３ 及 び テ ー パ 付 き リ ン グ １ ４ が 拘 束 を 解 か れ て
カ プ ラ ３ ０ の 軸 方 向 に 移 動 自 在 な 状 態 と な る 。 こ の と き 、 Ｏ リ ン グ １ ３ は 、 押 し 管 ４ の テ
ー パ 面 ４ ｂ と テ ー パ 付 き リ ン グ １ ４ の テ ー パ 面 １ ４ ｂ と に 拘 束 さ れ ず 、 自 由 状 態 と な る 。
従 っ て 、 こ の 状 態 に お い て は 、 Ｏ リ ン グ １ ３ の 内 径 が 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 よ り も や や 大
き い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 こ の 状 態 に お い て 吐 出 パ イ プ ２ ０ を 挿 入 穴 １ ９ に 挿 入 す る 。 上 記 の よ う に 、 Ｏ リ
ン グ １ ３ の 内 径 が 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 よ り も 大 き い こ と か ら 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 挿 入 の
際 に 端 部 ２ ０ ａ が Ｏ リ ン グ １ ３ を 強 く こ す る こ と が な い 。 こ れ は 吐 出 パ イ プ ２ ０ を 抜 き 取
る 際 に も 同 様 で あ る 。 こ れ に よ り 、 Ｏ リ ン グ １ ３ の 摩 耗 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 Ｏ リ ン グ １ ３ の 摩 耗 を 極 力 抑 制 す る と い う 観 点 か ら は 、 必 ず し も 、 Ｏ リ ン グ １ ３
の 内 径 を 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 よ り も 大 き く 設 定 す る こ と に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例
え ば 、 Ｏ リ ン グ １ ３ の 内 径 が 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 と ほ ぼ 等 し く て も 相 当 の 効 果 は 得 ら れ
る し 、 Ｏ リ ン グ １ ３ の 内 径 が 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 よ り も 若 干 小 さ い も の で あ っ て も 、 従
来 の Ｏ リ ン グ の 内 径 設 定 と 比 べ て 大 き け れ ば 、 摩 耗 抑 制 の 効 果 は あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 吐 出 パ イ プ ２ ０ を 挿 入 穴 １ ９ に 挿 入 し た ら 、 レ バ ー １ １ か ら 手 を 離 す 。 す る と 、 レ バ ー
１ １ は 、 非 挿 脱 状 態 に 戻 り 、 図 １ 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ス プ リ ン グ ８ の 付 勢 力 に よ
っ て 押 し 管 ４ が 挿 入 側 に 移 動 し 、 押 し 管 ４ の 端 面 ４ ｄ が 受 け 部 材 ６ の 検 査 装 置 側 の 端 面 ６
ａ と 当 接 し 、 受 け 部 材 ６ が 挿 入 側 に 押 圧 さ れ る 。 そ れ と 同 時 に 、 受 け 部 材 ６ の 押 圧 面 ６ ｂ
が す り 割 り 付 き 駒 １ の 検 査 装 置 側 の 端 面 １ ｃ を 押 圧 す る の で 、 す り 割 り 付 き 駒 １ が 挿 入 側
に 付 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 上 記 付 勢 さ れ た す り 割 り 付 き 駒 １ が 挿 入 側 に 移 動 す る と 、 す り 割 り 付 き 駒 １ の
テ ー パ 面 １ ｂ が ロ ッ ク リ ン グ ５ の テ ー パ 面 ５ ｂ と 当 接 し て 内 周 方 向 に 力 を 受 け 、 す り 割 り
付 き 駒 １ は 、 す り 割 り 溝 １ ｄ １ ～ １ ｄ ４ を 介 し て 内 周 方 向 に 撓 む 。 こ れ に よ り 、 す り 割 り
付 き 駒 １ の 内 周 面 １ ａ が 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 周 面 を 面 接 触 状 態 で 把 持 す る 。 こ の と き 、 す
り 割 り 溝 １ ｄ １ だ け は 、 完 全 に 切 り 離 さ れ て い る 溝 で あ る の で 、 す べ て の す り 割 り 溝 が 止
ま り 溝 で あ る 場 合 に 比 し 、 特 に す り 割 り 付 き 駒 １ の 検 査 装 置 側 部 分 （ す り 割 り 溝 １ ｄ ２ ～
１ ｄ ４ の 根 本 部 分 ） に お い て 歪 み が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 す り 割 り 付 き 駒 １ が 吐 出 パ イ プ ２ ０ を 把 持 し た 状 態 で は 、 受 け 部 材 ６ の 押 圧 面 ６
ｂ と す り 割 り 付 き 駒 １ の 端 面 １ ｃ と が 当 接 す る と 共 に 、 テ ー パ 付 き リ ン グ １ ４ は 、 受 け 部
材 ６ の 端 面 ６ ａ と 当 接 し て 、 そ の 挿 入 側 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る か ら 、 押 し 管 ４ が 挿 入 側 に
移 動 し た こ と で 、 押 し 管 ４ の テ ー パ 面 ４ ｂ が テ ー パ 付 き リ ン グ １ ４ の テ ー パ 面 １ ４ ｂ に 接
近 す る 。 す る と 、 Ｏ リ ン グ １ ３ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 テ ー パ 面 ４ ｂ と テ ー パ 面 １
４ ｂ と に よ っ て 挟 ま れ て 内 周 方 向 に 押 圧 さ れ る 一 方 、 Ｏ リ ン グ １ ３ の 内 周 側 に は 吐 出 パ イ
プ ２ ０ が 存 在 す る こ と か ら 、 結 局 、 Ｏ リ ン グ １ ３ は 、 テ ー パ 面 ４ ｂ と テ ー パ 面 １ ４ ｂ と 吐
出 パ イ プ ２ ０ の 外 周 面 の 三 者 に よ っ て つ ぶ さ れ て 断 面 お に ぎ り 状 に 変 形 し 、 こ れ に よ り 、
吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 周 面 に し っ か り と 密 着 し 、 気 密 性 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ス プ リ ン グ ８ の 付 勢 力 に よ っ て 、 す り 割 り 付 き 駒 １ の 内 周 面 １
ａ 全 体 が 吐 出 パ イ プ ２ ０ を 面 接 触 状 態 で 把 持 す る の で 、 強 い 保 持 力 を 確 保 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 す り 割 り 付 き 駒 １ が 一 体 に 構 成 さ れ る の で 、 例 え ば 、 Ｏ リ ン グ １ ３ を 交 換 す る
際 等 、 カ プ ラ ３ ０ の 再 組 み 付 け 時 に お い て 、 分 割 タ イ プ の 駒 の よ う に 脱 落 し や す い と い う
こ と が な い 。 よ っ て 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ に 傷 を 付 け る こ と な く 、 強 い 保 持 力 で 保 持 す る こ と
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が で き る と 共 に 、 カ プ ラ ３ ０ の 再 組 み 付 け を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 す り 割 り 付 き 駒 １ に お い て 、 複 数 の す り 割 り 溝 １ ｄ の う ち １ つ の す り 割 り 溝 １ ｄ
１ だ け が 完 全 に 切 り 離 さ れ た 溝 で あ る の で 、 す り 割 り 付 き 駒 １ が 内 径 方 向 に 撓 む と き 、 検
査 装 置 側 端 部 に お け る 歪 み が 生 じ に く い こ と か ら 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 着 脱 が 繰 り 返 さ れ て
も 、 疲 労 が 少 な く て 済 み 、 す り 割 り 付 き 駒 １ の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 Ｏ リ ン グ １ ３ は 、 自 由 状 態 で そ の 内 径 が 吐 出 パ イ プ ２ ０ の 外 径 よ り 大 き く 、 ロ
ッ ク 状 態 に お い て は 吐 出 パ イ プ ２ ０ に 密 着 す る の で 、 気 密 性 を 確 保 し つ つ 、 吐 出 パ イ プ ２
０ を 挿 脱 す る こ と に よ る Ｏ リ ン グ １ ３ の 摩 耗 ・ 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 Ｏ リ ン グ １ ３ を カ プ ラ ３ ０ の 軸 方 向 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 吐 出 パ イ プ ２ ０ 側 に 押 圧
す る と い う 観 点 か ら は 、 テ ー パ 面 ４ ｂ と テ ー パ 面 １ ４ ｂ の 少 な く と も 一 方 が テ ー パ 状 で あ
れ ば よ く 、 他 方 は 、 例 え ば カ プ ラ ３ ０ の 軸 に 垂 直 な 端 面 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 テ ー パ 面 ４ ｂ と テ ー パ 面 １ ４ ｂ 間 に 配 設 す る Ｏ リ ン グ １ ３ は １ 本 と し た が 、 ２ 本
以 上 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 こ の カ プ ラ ３ ０ は 、 検 査 ガ ス の 出 し 入 れ だ け で な く 、 吐 出 パ イ プ ２ ０ に 代 え て 穴
の な い 連 結 部 材 を 挿 入 、 ロ ッ ク す る こ と で 、 栓 と し て も 利 用 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、
連 結 し て ロ ッ ク さ れ る 被 連 結 部 材 は 、 管 状 部 材 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 す り 割 り 付 き 駒 １ に お い て 、 す り 割 り 溝 １ ｄ は １ つ の み が 完 全 切 り 離 し 型 で あ れ
ば よ く 、 他 の す り 割 り 溝 １ ｄ に つ い て は 、 そ の 数 は 問 わ ず 、 配 置 位 置 も 等 間 隔 に 限 定 さ れ
ず 、 形 状 も 例 示 し た も の に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 上 記 各 構 成 要 素 の 形 状 は 例 示 で あ り 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 形 状 等 を
適 宜 変 更 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る カ プ ラ の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ロ ッ ク 状 態 に お け る カ プ ラ の 挿 入 側 部 分 の 拡 大 縦 断 面 図 （ 図 （ ａ ） ） 、 及 び す り
割 り 付 き 駒 の 斜 視 図 （ 図 （ ｂ ） ） で あ る 。
【 図 ３ 】 吐 出 パ イ プ の 挿 脱 を 行 う 挿 脱 状 態 に お け る カ プ ラ の 挿 入 側 部 分 の 拡 大 縦 断 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 す り 割 り 付 き 駒 （ ロ ッ ク 部 材 、 規 制 手 段 の 一 部 ） 、 　 １ ａ 　 内 周 面 、 　 １ ｂ 　 テ ー
パ 面 、 　 １ ｄ １ ～ １ ｄ ４ 　 す り 割 り 溝 、 　 ３ ａ 　 内 周 面 、 　 ４ 　 押 し 管 （ 押 圧 部 材 ） 、 　
４ ｂ 　 テ ー パ 面 （ 第 ２ 面 ） 、 　 ５ 　 ロ ッ ク リ ン グ （ 外 側 固 定 部 材 、 規 制 手 段 の 一 部 ） 、 　
５ ｂ 　 テ ー パ 面 、 　 ６ 　 受 け 部 材 （ 規 制 手 段 の 一 部 ） 、 　 ８ 　 ス プ リ ン グ （ 付 勢 手 段 ） 、
　 １ １ 　 レ バ ー （ 移 動 手 段 ） 、 　 １ ３ 　 Ｏ リ ン グ 、 　 １ ４ 　 テ ー パ 付 き リ ン グ （ リ ン グ 部
材 ） 、 　 １ ４ ｂ 　 テ ー パ 面 （ 第 １ 面 ） 、 　 １ ９ 　 挿 入 穴 、 　 ２ ０ 　 吐 出 パ イ プ （ 被 連 結 部
材 ） 、 　 ３ ０ 　 カ プ ラ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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